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やばい！
このラーメンやばいよ！

美味しい！
このラーメン美味しいよ！







知的財産

学習で使用するデータ、AIにより生
成されるデータの権利関係の検討。

学習結果であるモデルの知財をどの
ように考えるのか。また、生成系ア
ルゴリズムによる学習データと生成
されたデータにおける権利関係の検
討

データ共有基盤

多種・多様なデータを共有する上で
求められるサービス基盤の検討。

完全にオープンなデータから、機密
性の高いデータ、NDAなどの契約が
必要となるデータ、一部有償のデー
タをホストする上で求められる基盤
の検討。また、データ活用における
利便性についても検討。

法令

海外で進むゲノム、個人情報を含む
データ活用における法令、ガイドラ
インの調査、および検討。

国際的に競争力のあるAI研究、およ
びデータ活用における課題の検討、
提言、法令解釈について作業を行い、
AIにおける国際競争力強化に貢献。

契約の標準化、関係省庁との調整

想定される知財、個人情報、プライバシーなどを考慮
した手続きの確立。円滑なデータ、AIモデル取引基盤
の実現

AIモデル、データ共有・取引基盤の構築

多様なトランザクション要件を満たした、多様なデー
タのストア・共有、AIモデル実行基盤の構築

データ収集・活用

基盤となるデータ収集、およびデータホル
ダーリレーションの構築。AI研究、イノ
ベーションによるビジネス活用の推進。



【4つの基本的視点】

① データ流通・利活⽤の重要性と課題︓データは保有するだけでは⼤きな価値がなく、利⽤する⽅法を開発することで価値が創出される。契約に際しては、データの利⽤権限お

よび発⽣した利益を、適切に分配することが重要。他⽅、データの流出や不正利⽤のリスクへの配慮も必要。

② 契約の⾼度化︓本ガイドラインは、あくまで契約で定めておくべき事項を⽰すことにとどまる。したがって、契約当事者が協議し、本ガイドラインを参考としつつ、データの創出や利

活⽤に対する寄与度等を考慮し、取引の実状に応じて契約を⾼度化させていくことが望ましい。

③ イノベーションの促進︓多様な⽴場に配慮したデータ契約の考え⽅や契約条項例等を⽰すことにより、データ利⽤の促進を図り、オープン・イノベーションを促進する。

④ 国際協調︓クロス・ボーダー取引が⼀般化する状況下、データの越境に関する問題も考慮する。

経済産業省 『AI・データの利⽤に関する契約ガイドライン 』



Dynamically Optimized Data Store

• Optimized for
✓ Cost
✓ Latency
✓ Bandwidth
✓ Utilization
✓ Data Type
✓ Size

• Versioning
• Change Tracking
• Event Based Data Factory

Computation Node

• Sandbox
• Dynamic Training
• Dynamic Model Update
• Dynamic Biz Logic Update
• Dynamic Visualization
• Flexible Experiment (e.g. Jupyter Notebook)

• ML/DL Flexibility
• From traditional ML to latest DL algorithms 

Data Store and Computation

ID and Management

Security
• Authentication
• Access Control
• Logging
• Role Management
• Auditing

Licensing
• Subscription
• Contract Management
• Metering
• Cost Charge Management

Resource Management
• Provisioning
• Catalogue

• Data
• AI/ML Model
• Tools

• Classification
• Ownership

Dynamic Web API / Notification (e.g. Webhook)

Data AI



研究者

データ
ホルダー

ITベンダー

企業ユーザー

AIデータ活用コンソーシアム

ワンストップ

◼価格交渉

◼権利関係の整理

◼契約手続き

◼セキュリティ・認証



研究者
データ
ホルダー

ITベンダー

企業ユーザー

AIデータ活用コンソーシアム



ユーザー

企業

研究者

AI

スタートアップ



理事長

理事会

知財・契約プロセスWG データ基盤WG

事務局

データ収集・活用WG



• 長尾真
元京都⼤学総長 / 元独⽴行政法人情報通信研究機構理事長 / 前国⽴国会図書館
長 / 前国際⾼等研究所所長

• 坂村健
東洋⼤学情報連携学部INIAD学部長 / cHUB（学術実業連携機構）機構長 / YRPユビ
キタス・ネットワーキング研究所所長 / 公共交通オープンデータ協議会会長

• 渡部俊也
東京⼤学政策ビジョン研究センター教授/副センター長
⼤学執行役・副学長
工学系研究科技術経営戦略学専攻教授（兼務）

• 杉山将
理化学研究所革新知能統合研究センターセンター長、
東京⼤学⼤学院新領域創成科学研究科教授

• 井佐原均
豊橋技術科学⼤学情報メディア基盤センターセンター長・教授

• 前川喜久雄
国⽴国語研究所音声言語研究領域教授

• 安岡孝⼀
京都⼤学人文科学研究所教授

• 藤原洋
株式会社ブロードバンドタワー代表取締役会長兼社長 CEO

• 清水亮
ギリア株式会社代表取締役社長

• 中俊文
野村證券営業企画部営業企画課課長代理

• 石井靖乃
公益財団法人日本財団 ソーシャルイノベーション部公益事業部部長

• 小野雄次郎
⼀般社団法人日本支援技術協会

• 吉川健－
株式会社ブリックス代表取締役社長

• 田丸健三郎
日本マイクロソフト株式会社業務執行役員 NTO

• 柳原 尚史
株式会社 Ridge-i代表取締役社長

• 下川 和男
イースト株式会社代表取締役会長

協働

• 公共交通オープンデータ協議会

協賛︓

• Deep Learning Lab

アドバイザー：

• 東京都

• 文部科学省



2019

１月

◼ 設⽴準備会合、組織概要の
策定
⚫ 目標
⚫ 活動
⚫ 規約
⚫ 組織

◼ 発起人会議

2月

◼ ⼀般社団法人として登記
◼ 設⽴総会
◼ 記者説明会

3月

◼ 作業部会の設置

4月

◼ 実作業開始
⚫ データホスティングデザイン、

実装開始
⚫ クラウド環境構築




